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任
期
満
了
に
伴
う
古
殿
町
長
選
挙
は
、
岡
部
光

徳
氏
が
無
投
票
で
四
期
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。
４
月
27
日
に
佐
藤
憲
治
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
、
職
員
と
支
持
者
が
拍
手
で
出
迎
え

る
な
か
、
岡
部
町
長
は
決
意
を
新
た
に
初
登
庁
し

ま
し
た
。
就
任
式
で
は
「
初
心
を
忘
れ
ず
、
町
民

目
線
に
立
っ
て
町
政
運
営
に
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

町民の目線に立った町政運営

４期目  岡部町政スタート

町職員が出迎えるなか４期目の初登庁

　

こ
の
度
の
町
長
改
選
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
支
持

に
よ
り
、
引
き
続
き
町
政
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

改
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対

応
に
追
わ
れ
た
三
期
目
で
し
た
が
、
町
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
ご

支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
震
災
直
後
の
混

乱
か
ら
一
定
の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
メ
を
は
じ
め
と
す

る
農
産
物
の
価
格
低
迷
な
ど
風
評
被
害
の

影
響
は
、
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
そ
の
払
し
ょ
く
に
向
け
、
今

後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

四
期
目
の
就
任
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
無

投
票
当
選
と
い
う
町
民
の
皆
様
か
ら
託
さ

れ
た
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
、「
語
り

合
お
う
古
殿　

町
民
と
と
も
に
つ
く
る
未

来
」
の
基
本
姿
勢
で
、
初
心
に
帰
り
、
町

民
の
目
線
に
立
っ
た
町
政
、
皆
様
と
の
対

話
を
大
切
に
し
た
町
政
運
営
に
努
め
、
町

勢
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
、
誠
心
誠
意
、

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
面
す
る
課
題
と
し
て
、
今
年
度
当
初

予
算
で
盛
り
込
ま
れ
た
公
民
館
改
修
と
町

民
第
一
体
育
館
の
整
備
を
最
優
先
に
進
め

岡
部
町
長　
４
期
目
就
任
の
あ
い
さ
つ

て
ま
い
り
ま
す
が
、
四
期
目
の
町
政
を
担

当
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
古
殿
町
第
６
次

振
興
計
画
及
び
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
基
づ
い
た
諸
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、

「
①
子
育
て
支
援
と
福
祉
の
充
実
」、「
②
生

活
環
境
の
整
備
」、「
③
地
場
産
業
の
振
興
」、

「
④
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
⑤

教
育
・
交
流
環
境
の
整
備
」
の
５
つ
を
重

要
施
策
と
位
置
付
け
、
様
々
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
、
元
気
で
豊
か

な
「
地
方
の
創
生
」
を
掲
げ
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
雇
用
創
出
問
題
な
ど
地
方

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
地

方
は
、生
き
残
り
を
か
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
手
腕
が
問
わ
れ
る
局
面
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

　

古
殿
町
と
し
て
も
、
こ
の
機
会
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
町
民
の
皆
様
の
様
々
な
声

を
聴
き
な
が
ら
、
町
民
と
行
政
が
手
を
携

え
、
し
っ
か
り
と
将
来
を
見
据
え
た
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
、
歴
史
と
伝
統
、
町
民
同

士
の
強
い
絆
と
い
っ
た
地
域
の
資
源
を
活

か
し
、「
緑
と
人
が
響
き
あ
う　

ぬ
く
も
り

の
あ
る
ま
ち
・
ふ
る
ど
の
」
を
創
る
た
め
、

進
取
果
敢
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
町
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
特
段
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　樹齢約400年を誇り、林野庁の「森の巨人た
ち100選」に選ばれ、県の天然記念物として指
定を受けている越代のサクラ。今年は気温の
高い日が続き、越代のサクラも例年より開花
が早く、５月３日に開催された越代のサクラ
祭りではすでに葉桜となってしまいましたが、
朝早くから多くの方が訪れ、流鏑馬太鼓の演
奏やフラダンス、歌謡ショー等のイベントを
楽しみました。

越代のサクラ祭り第 17 回 
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最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
で
「
地
方
創
生
」

と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
国
・
都
道
府
県
・
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
が
「
人

口
減
少
問
題
」
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
と
い
う
大
き
な
流

れ
で
あ
り
、
わ
が
町
で
も
、
今
年
よ
り
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
行
政
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
社
会
全
体
で
考
え
、
答
え
を
見
つ
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
難
し
い
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
か
ら

町
の
取
組
み
な
ど
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
町
の
将
来
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
本
は
２
０
０
８
年
か
ら
、
世
界
で
も
類
を
見

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
「
人
口
減
少
時
代
」
に
突
入
し
、
今
後
さ

ら
に
、
加
速
度
的
に
進
行
す
る
と
の
推
計
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
上
段
左
図
参
照
）
推
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
５
０
年
に
は
総

人
口
が
１
億
人
を
下
回
り
、
２
１
０
０
年
に
は
、
５
千
万
人

に
ま
で
落
ち
込
み
、
そ
の
ま
ま
安
定
せ
ず
さ
ら
に
減
り
続
け

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
は
、
社
会
経
済
を
疲
弊
さ
せ
日
本
の
国
と
し

て
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
な
る
と
想
像
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
は
昨
年
末
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

を
施
行
し
本
格
的
に
人
口
減
少
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
を
「
地
方
創
生
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
日
本
」
で
は
な
く
「
地
方
」
と
い
う
言
葉

が
つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

人
口
の
減
少
は
、
ま
ず
地
方
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
現

実
に
わ
が
町
の
人
口
は
、
１
９
５
０
年
代
を
ピ
ー
ク
に
減
少

の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
（
下
段
右
図
参
照
）。
こ
れ
は
、
高

度
経
済
成
長
期
か
ら
始
ま
っ
た
労
働
力
の
首
都
圏
へ
の
流
出

が
主
な
理
由
で
あ
り
、
そ
の
流
れ
は
、
現
在
で
も
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
若
者
は
都
会
の
魅
力
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
人
口
減
少
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
出
生
率
低
下
の
問

題
で
す
。
１
９
７
０
年
代
後
半
よ
り
わ
が
国
の
出
生
率
（
合

計
特
殊
出
生
率
）
は
急
激
に
低
下
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、

多
く
の
若
者
が
流
入
す
る
首
都
圏
、
大
都
市
圏
で
出
生
率
が

低
く
、
地
方
の
ほ
う
が
、
比
較
的
出
生
率
が
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ま
ず
地
方
が
そ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、

魅
力
と
活
力
の
あ
る
町
を
創
出
し
、
都
会
か
ら
地
方
へ
向
か

う
若
者
の
流
れ
を
つ
く
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
、
左
の
図
の
よ
う
な
好
循
環
を
生
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
将
来
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
＝
地
方
創

生
」
で
す
。

特集

第１回

地
方
創
生

「
地
方
創
生
」
っ
て
な
に
？

「しごと」と「ひと」の好循環、
それを支える「まち」の活性化

「しごと」
「雇用の質・量」
の確保

「ま　ち」
町の特性に即し
た課題の解決

「ひ　と」
有用な人材の確
保、 育 成、 結
婚・出産・子育
てへの切れ目な
い支援

人口ピラミッドの変化
2010年（実績）� 総人口１億2,806万人

（出典）国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）」（出生中位（死亡中位））

2040年（予測）� 総人口1億727万人

我が国の人口の推移と長期的な見通し

（出典）2010年：「平成22年国勢調査」/2040年：「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）」（出生中位（死亡中位）推計）

実績（1960～ 2013年）
「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）」（出生中位（死亡中位））
合計特殊出生率が上昇した場合（2030年1.8程度、2040年2.07程度）
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（11.1％）
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（50.3％）
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（59.0％）

2008年12,808万人（概ねピーク）

2013年12,730万人
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古殿町の総人口の推移・推計

※�2010年までは、国勢調査による人口、2015年以降は国立社会保障・人口
問題研究所の推計モデルを利用した推計値
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平
成
26
年
末
に
施
行
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
を
受
け
、
国
は
、
日
本
の
総
人
口
の
将
来
展
望

を
示
す
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
２
０
６
０
年
に
人
口
１
億
人
を
維
持
）
と
人
口
減
少
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
様
々
な
施
策
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
５

か
年
計
画
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
中
に
は
日
本
全

国
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
も
同
じ
く
、
地
域
の
人
口
の
現

状
把
握
と
将
来
展
望
を
示
す
「
地
方
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、

そ
の
将
来
展
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ
が
町
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
に
町
長
を
本
部
長
と
す
る
「
古
殿
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
対
策
本
部
」
を
設
置
し
全
庁
体
制
で
創

生
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
５
月
18
日
、
役
場
大
会
議
室
に
て
「
古
殿
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
町
民
会
議
委
員
委
嘱
状
交
付
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
対
策
を
町
民
と
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
合
う
場
と
し
て

組
織
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
10
名
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
町
長
よ
り
「
地
方
創
生
の
名
の
も
と
に
地
方
の

手
腕
が
試
さ
れ
て
い
る
。
一
緒
に
な
っ
て
今
後
の
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
委
嘱

さ
れ
た
委
員
た
ち
を
激
励
し
て
い
ま
し
た
。
委
員
は
20
代
か

ら
40
代
の
若
い
世
代
で
構
成
さ
れ
、
商
工
農
林
・
子
育
て
世

代
・
学
識
と
幅
広
く
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

座
長　

浦
部
智
義
（
う
ら

べ
と
も
よ
し
）・
学
識
・

日
本
大
学
工
学
部
・
小
山

市
・「
昨
年
か
ら
古
殿
町
の

町
づ
く
り
事
業
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
。
よ
そ
者

の
視
点
で
考
え
て
い
き
た

い
」 

副
座
長　

有
賀
源
内
（
あ

り
が
げ
ん
な
い
）・
工
業
・

富
士
通
テ
レ
コ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ス
福
島
・
仙
石

区
・「
企
業
の
視
点

で
何
が
で
き
る
か
考

え
て
い
き
た
い
。」 

小
平
美
香
（
お
だ
い

ら
み
か
）・
農
業
・

自
営
・
論
田
区

髙
木
和
伸
（
た
か
ぎ

か
ず
の
ぶ
）・
工
業
・

宇
野
製
作
所
Ｆ
Ｄ
工

場
・
鎌
田
区

野
崎
奈
津
子
（
の
ざ

き
な
つ
こ
）・
主
婦
・

田
口
区
・「
４
人
の

子
育
て
を
し
て
い

る
。
親
子
で
楽
し
く

暮
ら
せ
る
町
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
う
。」 

吉
田
智
一
（
よ
し
だ
と
も
か
ず
）・
商
業
・
吉
田
写
真
館
・
上

松
川
区 

・「
地
元
に
帰
っ
て
き
て
も
友
人
た
ち
が
関
東
に
い

る
。
そ
う
い
う
状
況
を
変
え
て
い
け
た
ら
い
い
。」 

常
盤
慎
太
郎
（
と
き
わ
し
ん
た
ろ
う
）・
商
業
・
マ
ル
マ
ン
醸

造
・
竹
貫
区
・「
商
業
を
や
っ
て
い
く
中
で
町
が
活
性
化
す
る

こ
と
が
非
常
に
大
事
。
し
っ
か
り
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。」 

渡
邉
洋
一
（
わ
た
な
べ
よ
う
い
ち
）・
学
識
・
日
本
大
学
工
学

部
・
須
賀
川
市
・「
研
究
員
の
傍
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
地
域
づ
く
り
を

や
っ
て
い
る
。
古
殿
で
も
生
か
し
た
い
。」 

水
野
廣
人
（
み
ず
の
ひ
ろ
と
）・
林
業
・
自
営
・
大
久
田
区

矢
内
賢
征
（
や
な
い
け
ん
せ
い
）・
商
業
・
豊
国
酒
造
・
竹
貫

区
・「
友
人
た
ち
と
よ
く
町
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
う
。
熱
が

冷
め
な
い
よ
う
全
う
し
た
い
。」

古
殿
町
の
取
り
組
み
が

�

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
町
民
会
議

委
員
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

委
　
員
　
紹
　
介

氏
名
（
し
め
い
）・
種
別
・

所
属
・
出
身
・「
あ
い
さ

つ
」
※
座
長
・
副
座
長
・

以
下
年
齢
順

まち・ひと・しごと創生対策推進体制
方針決定

まち･ひと･しごと
創生対策本部

 本 部 長：町長
 副本部長：副町長
 副本部長：教育長
 構 成 員：各課長等

町　民議　会

まち･ひと･しごと
創生町民会議

商工農林・子育て世代
20代から40代の町民　

日本大学工学部　
（10名）

まち･ひと･しごと創生
対策ワーキンググループ

 役場20代から30代
 の若手職員（11名）

協働

意見・提言

報 告
意見聴取

報 告
意見聴取
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館報

furudono

第６８３号

≪３つの運動≫

1. 時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

（平成 27年６月号）

編集　古殿町公民館
電　 話　53－2305
Ｆ Ａ Ｘ　53－2500

　平成27年度第１回地区公民館長・主事会議は５月11日、町公民館で開かれ、
地区公民館連絡協議会の会長に木戸久康さん（田口）が選出されました。
　任期は平成27・28年度の２年間です。どうぞ、よろしくお願いいたします。

デジカメ写真教室

地区公民館長・主事を紹介します
地域活動の中心

仙石区
松浦　博さん

下松川区
小玉一夫さん

田口区
木戸久康さん

下山上区
林　　廣さん

竹貫区
篠田弘之さん

上山上区
野崎家則さん

上松川区
岡部勝伸さん

論田区
藁谷義恵さん

鎌田区
緑川春男さん

大久田区
水野清蔵さん

館　長

主　事
上松川区 生田目太郎さん 仙 石 区 有賀　真道さん 大久田区 佐川　信浩さん

竹 貫 区 常盤　洋之さん 論 田 区 小平　一三さん 下松川区 鈴木　康夫さん

田 口 区 高久　公伸さん 上山上区 矢内　一冨さん

鎌 田 区 矢内　聡一さん 下山上区 緑川　修さん

渡邉みどりさん
バスケットボール

古殿町スポーツ推進委員委嘱状交付式
　スポーツ推進の中心的役割を担うスポーツ推進
委員の委嘱状交付式が、５月１日、町公民館で行
われ、都合により減となっていた委員に、新たに
１人加わりました。

　大樂教育長より委嘱状が手渡された渡邉みどり
さん（竹貫）は、他の推進委員とともに、町ス
ポーツ大会などの支援を行います。任期は平成28
年３月31日までです。
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　５月１日、町公民館でデジカメ写真教室が開
講しました。町写真コンテストなどで審査員を
務めている戸井田武彦氏（郡山市）を講師に迎
え、撮影ポイントや、接写の仕方などを学びま
した。

　受講者７人は、鮫川河川敷の八重桜の花や景
色、三株の桜を実際に撮影しました。どのよう
に撮影するかのレクチャーを受け、実際に自分
のカメラを操作してみると、気づかなかった新
たな発見もあり、有意義な時間になりました。

デジカメ写真教室開講

オ
カ
リ
ナ
教
室
開
講

　

公
民
館
の
ゴ
ル
フ
教
室
が
５
月
12
日
、
グ
リ
ー
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
練
習
場
（
石
川
町
）
で
開
講
し
ま
し
た
。
佐
藤
幸

夫
先
生
（
石
川
町
）
と
、
斉
藤
勝
智
先
生
（
石
川
町
）
の

指
導
の
も
と
22
人
が
参
加
し
、
開
講
式
と
参
加
者
の
自
己

紹
介
を
終
え
た
後
、
さ
っ
そ
く
ク
ラ
ブ
の
持
ち
方
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
全
15
回
の
練
習
で
、
ゴ
ル
フ
の
基
礎
知
識
や

技
術
、
ル
ー
ル
を
習
得
し
ま
す
。
総
仕
上
げ
と
し
て
、
７

月
４
日
㈯
に
は
コ
ー
ス
で
の
コ
ン
ペ
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。 ゴ

ル
フ
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

技術やマナーを学びます

　

５
月
12
日
、
オ
カ
リ
ナ
教
室
が
開
講
し
ま
し

た
。
こ
の
教
室
は
、
公
民
館
教
室
の
中
で
は
珍
し

い
音
楽
の
教
室
で
す
。
講
師
に
は
関
根
仁
一
先
生

（
玉
川
村
）
を
迎
え
、
実
際
に
演
奏
し
な
が
ら
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。

　

オ
カ
リ
ナ
は
土
を
焼
い
て
作
ら
れ
た
笛
で
、
そ

ぼ
く
で
透
き
通
っ
た
音
色
が
特
長
で
す
。
参
加
し

た
14
人
は
、
先
生
が
焼
い
て
作
っ
た
オ
カ
リ
ナ
を

使
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
毎
月
第
２
と
第
４
の
火
曜
日
、
全
10

回
、
楽
し
く
学
ん
で
い
き
ま
す
。
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スポーツ教室合同開講式

　５月８日、女性・若者等活動促進施設で公民館主催スポーツ教室の合同開講式が開かれました。ソフ
トボール、ミニバスケットボール、卓球、剣道、柔道の５教室で練習に励みます。途中参加も大歓迎で
すので、お気軽に町公民館までご連絡ください。

平成 27 年度

さ
わ
や
か
自
然
塾

《
ハ
イ
キ
ン
グ
》

　

５
月
11
日
、
さ
わ
や
か
な
風
の
吹
く
中
、

参
加
者
20
人
は
矢
祭
町
の
滝
川
渓
谷
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

片
道
約
３
㎞
、
お
よ
そ
２
時
間
程
度
歩

い
て
、
山
頂
に
到
着
し
ま
し
た
。
途
中
に

は
、
約
48
も
の
滝
が
点
在
し
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
百
合
サ
ー
ク
ル
の

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

山
百
合
サ
ー
ク
ル
は
、
４
月
26
日
、
石
川
町
の

桜
が
丘
学
園
の
園
遊
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
模
擬
店
で
配
膳
を
し

ま
し
た
。

　

来
店
す
る
桜
が
丘
学
園
・
桜
が
丘
愛
生
園
の
園

児
や
地
域
の
方
々
と
語
ら
い
な
が
ら
、
有
意
義
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

桜
が
満
開
の
学
園
で
、
バ
ケ
ツ
や
鍋
な
ど
を
叩

い
て
演
奏
す
る
ス
チ
ー
ル
バ
ン
ド
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
な
園
遊
会
と
な
り
ま
し

た
。 ～

第
56
回
園
遊
会
（
桜
が
丘
学
園
）
～
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念
願
の
パ
ラ
オ
慰
霊
の
両
陛
下

　
　
　
　

一
万
余
の
兵
散
り
し
島
島�

矢
吹　

和
子

明
日
か
ら
は
一
人
暮
ら
し
を
す
る
孫
に

　
　
　
　

大
事
な
い
よ
と
背
を
押
す
夕
餉�

鎌
田　

佳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

社
会
人
に
な
り
た
て
の
男ま

ご孫
が
訪
ね
来
ぬ

　
　
　
　

吾
を
気
遣
う
し
ぐ
さ
優
し
く�

佐
川　

静
子

八
重
椿
の
散
華
と
い
わ
ん
鮮
や
か
に

　
　
　
　

根
元
を
埋
め
色
の
褪
せ
ゆ
く�

我
妻　

慶
子

　
　
　

体
調
を
互か
た
みに

気
使
う
両
陛
下

　
　
　
　

悲
願
遂
げ
た
る
心
尊
し�

有
賀
智
枝
子

歌
友
会
例
会
作
品
　
～
四
月
例
会
～

文芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
貫
城
と
城
館
群　
（
Ⅰ
）

　
　

駒
ヶ
城

　

駒
ヶ
城
は
竹
貫
の
集
落
の
西
寄
り

に
突
き
出
た
丘
に
あ
る
。
東
北
の
方

向
に
館
山
の
山
塊
に
つ
な
が
る
が
、

現
在
は
尾
根
が
削
ら
れ
独
立
丘
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
竹
貫
街
道
の
西

を
抑
え
る
に
は
絶
好
の
地
で
あ
る
。

　

現
在
、
山
頂
は
稲
荷
神
社
の
境
内

に
な
っ
て
い
る
が
、
主
郭
は
広
い
。

現
在
の
ル
ー
ト
は
商
工
会
か
ら
ま
っ

す
ぐ
上
が
る
石
段
と
、
西
（
宮
前
方
向
）
か

ら
上
る
道
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
か
つ
て
の

虎こぐ
ち口
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
不
明
と
な
る

が
、
曲くる
わ輪
は
東
南
方
向
に
ゆ
る
く
下
が
る
の

で
、
こ
の
あ
た
り
が
入
口
で
虎
口
が
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
岩
城
志
に
よ
る
と
「
東
麓

の
龍
寶
寺
（
現
子
安
堂
）
の
方
よ
り
登
り
し

見
ゆ
」
と
あ
る
の
で
、
間
違
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。

　

北
か
ら
西
北
に
か
け
て
帯
曲
輪
は
か
な
り

長
く
、
腰
曲
輪
は
北
の
山
塊
に
つ
な
が
り
、

現
在
は
谷
で
分
断
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

堀ほり
き
り切
を
入
れ
、
駒
ヶ
城
を
独
立
さ
せ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
町
史
編
さ
ん
室
長　

竹
貫
義
英
）

　大群生するニッコウキスゲの、一面山吹色に咲
く様子があなたの心を魅了します。

第36回さわやか自然塾
≪尾瀬ハイキング≫
参加者募集

日　　時　７月11日㈯　午前５時出発　
　　　　　午後８時頃、町公民館到着予定
場　　所　�沼山峠～大江湿原～尾瀬沼
　　　　　往復７㎞、３時間のハイキング
対　　象　成人
定　　員　30人
参  加  費　1,000円
申込期間　６月１日㈪～６月26日㈮まで
申  込  先　町公民館　☎５３－２３０５

編
さ
ん
室
だ
よ
り

21
世
紀
の
資
本

　

著
：
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ

　

訳
：
山
形
浩
生
・
守
岡
桜
・
森
本
正
史

　

ト
マ
・
ピ

ケ
テ
ィ
は
フ

ラ
ン
ス
の
経

済
学
者
で

す
。
経
済
書

と
し
て
話
題

に
な
っ
た
『
21
世
紀
の
資
本
』。
ピ
ケ

テ
ィ
は
資
本
主
義
の
限
界
を
唱
え
て
い

ま
す
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
デ
ー
タ
を

約
２
０
０
年
分
集
め
て
分
析
し
ま
し

た
。
彼
の
解
決
策
は
？
こ
れ
か
ら
の
日

本
は
？
わ
か
り
や
す
い
解
説
書
も
入
館

し
ま
し
た
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の図書
わ
た
し
の
か
さ
は
そ
ら
の
い
ろ

�

作
：
あ
ま
ん　

き
み
こ

�

絵
：
垂
石　

眞
子　
　

  

　

お
か
あ
さ
ん
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
傘

は
、
ど
ん
な
雨
の
日
だ
っ
て
元
気
に
な

れ
る
、
晴
れ
た
日
の
空
の
色
。
み
ん
な

私
の
傘
に
入
る
と
笑
顔
に
な
っ
て
、あ
っ

た
か
く
な
る
ん
だ
よ
。

『八巻孝夫縄張図』のうち、駒ヶ城


